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Ⅰ．疾患の概要 

１．病原体名：風邪の80％以上がウイルス感染といわれている。コロナウイルス、パライ

ンフルエンザウイルス、RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス、アデノウイルス、

ライノウイルスなど200種類以上のウイルスが感冒を引き起こす。FilmArray呼吸器パ

ネル2.1等により、これらのウイルスが見つかる機会が増えた。 

２．アデノウイルス、RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス等については別途記載して

いる。コロナウイルス、パラインフルエンザウイルス、ライノウイルス/エンテロウイ

ルスが検出された場合には本項に従う。 

 

Ⅱ．感染制御部への報告 

１．感染制御部(内線5703)への報告：入院患者については報告が必要である。外来患者と

職員の報告は不要。 

 

Ⅲ．感染対策（含患者隔離） 

１．入院患者に発症した場合には，速やかに退院していただく。退院できない場合には個

室に隔離して，接触感染予防策を実施する（感染経路別予防策参照）。 

２．隔離期間：主要症状が消退した後2日を経過するまで隔離する。 

 

Ⅳ．患者に接する医療従事者 

１．医療従事者の手指を介して感染が拡大することが多い。手指は十分な流水で物理的に

ウイルスを除去し、消毒用エタノールや速乾性手指消毒薬をなじませて乾燥させる。 

２. 診療器具を介した感染拡大も多い。有効な消毒薬は0.1％次亜塩素酸ナトリウムであ

るが皮膚や診療器具には使用できない。 

３．診察者や診察介助者はディスポーザブル手袋を使用する。 

 

Ⅴ．感受性者に対する 2次感染予防 

１．接触感染予防策を遵守することが重要である。 

２．次亜塩素酸ナトリウムによる除菌清掃を検討する。清掃範囲，回数，期間等は個別に

検討する。 

 

Ⅵ．感冒に罹患した職員の就業 

１．主要症状に改善傾向があれば、出勤可能とする。 

 

Ⅶ．その他 

 


